
                                   



 
 

 
 

住
職
の
佛
教
史 

融
通
念
佛
宗 

平
安
末
期
に
出
た
良
忍
を
始
祖
と
し
、
法
名
（
鎌
倉
末
）
、
大
通
（
江
戸
）
の

三
人
を
融
通
三
祖
と
し
て
崇
め
て
い
る
。
初
祖
良
忍
は
比
叡
山
で
修
行
後
山
を

お
り
京
大
原
の
地
に
来
迎
院
と
浄
蓮
華
院
を
創
建
し
苦
行
連
業
に
打
ち
込
む
。

そ
の
修
業
業
法
は
毎
日
六
万
遍
の
念
佛
を
称
え
法
華
経
を
書
写
す
る
と
い
う
も

の
で
毎
日
厳
し
い
修
行
を
行
っ
た
。
又
良
忍
は
天
台
声
明
の
中
興
の
祖
と
い
わ

れ
現
在
の
浄
土
宗
声
明
も
良
忍
が
大
成
し
た
「
魚
山
流
」
を
継
承
し
て
い
る
。
毎

日
の
修
行
の
中
で
あ
る
日
、
阿
弥
陀
如
来
が
良
忍
の
前
に
あ
ら
わ
れ 

 
 

「
一
人
一
切
人 

一
切
人
一
人 

一
行
一
切
人 

一
切
人
一
行
」 

と
い
う
偈
を
阿
弥
陀
如
来
か
ら
直
授
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

意
味
は
一
人
が
称
え
る
念
佛
の
功
徳
と
万
人
の
称
え
る
功
徳
が
融
通
（
共
有
）

し
て
往
生
が
約
束
さ
れ
る
。
又
こ
の
宗
の
行
は
合
唱
の
念
佛
で
あ
る
。
皆
が
い
っ

し
ょ
に
称
え
れ
ば
功
徳
が
融
通
し
あ
う
と
さ
れ
人
び
と
に
こ
れ
に
参
加
す
る
よ

う
勧
め
ま
わ
っ
た
。 

本
山
は
大
阪
平
野
に
あ
る
大
念
佛
寺
（
創
建
は
一
一
二
七
年
）
日
本
最
初
の
念

佛
道
場
で
あ
る
。 

次
回
か
ら
や
っ
と
我
宗
時
宗
に
は
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

住
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仁
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